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財団法人日本エネルギー経済研究

所研究顧問。専門分野はエネルギー・

環境経済学、エネルギー需給・分析

予測、エネルギー政策など。1965年

東京大学教養学部教養学科フラン

ス科卒業、67年同教養学部教養学

科国際関係論専攻卒業、96年青

山学院大学大学院国際政治経済

学研究科国際経済学専攻修士課

程修了、2003年同大学院国際政

治経済学研究科国際経済学専攻

一貫制博士課程修了。著書は、『エ

ネルギーと未来社会』（共著・エネ

ルギー・資源学会）、『エコライフ・ハ

ンドブック』（共著・内閣府国民生活

局）など。�

藤目　和哉�
（ふじめ・かずや）�
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1990年度CO2排出量�

1990年度比増減量�

1990年度比増減率�

287 287�

31�

10.8%

287�

25�

8.7%

287�

-27�

-9.4%

2030・省エネ�2030・基準�20001990年度・ケース�

【表】　省エネルギー強化による二酸化炭素排出量への影響�

単位：炭素換算百万トン�
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②
新
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の
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ヒ
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